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（1）「指標」の概要  

指標  指標名   
番号  

指標の概要   

1  年齢調整受療率   脳卒中患者が「どのくらい多いかJを見るための指標です。  

脳卒中は脳梗塞、脳内出血、くも膜下出血、その他脳血管障害等の脳血管疾患  

により引き起こされる症状です。患者調査には脳卒中としての統計は存在しないた  

め、ここでは「脳血管疾患」がどのくらい多いかを把握しています。また、どのく  

らい多いかを直接的に示す「羅息率」を全国一律に把握することが困難であること  

から、代替的にー受療率」を把捜しています。  

なお、受廉率は年齢構嘩による影響を受けるため、都道府県比較に適するよう  

に年齢調整を行います。   

2  基本健診受診率   脳卒中の予防に「どのくらい関心があるか」を見るための指標です。  

脳卒中予防のためには、高血圧や高脂血症、動脈硬化に注意するなど生活習慣  

病予防対策が重要となり、基本健康診査の受診率は生活習慣病予防に関する関心の  

高さを表していると考えられます。ここでは、脳卒中予防への関心の高さを反映す  

る指標として、基本健診の受診率を把握しています。  

多くの人が基本健診を受診することが望ましいので、木精標は高いことが望ま  

しい指標です。  

偉康増進計画、医療費適正化計画とも整合を図る必要があるため、将来的には  

健康増進計画で用いる指標に置き換える予定です。   

3  年齢調整受療率   「どのくらい健康に留意しているかJを見るための指標です。  

（高血圧）   ハイリスク群の液少率を直接的に把握することが困難なため、代替として脳卒  

中にならないためにどれくらい気をつけているかを反映した指棲として、外来の  

r年齢調整受凍率（高血圧）」を把捉しています。  

日常的に生活習慣の改善に取り組み、健康に留意していることは、単に高血圧  

や高脂血症等の生活習慣病予防、重症化予防にとどまらず、それらが進行して引き  

起こされる脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病などの疾病予防にもつながるといえます。  

「高血圧症の外来診療を受けることが高血圧の重症化予防につながる」という  

考え方を反映したものです。   

4  医療機能情報公   rどこに行ったらよいか」を見るための指標です。  

開率【がん5と   病気になったときにどの病院を受診したらよいかが分かるように、医療機関の  

同じ】   情報が誰でもすぐに入手できることが求められます。ここでは、医療機関情報提供  

の度合いを反映した指標として、都道府県や医師会等の職能団体によってインター  

ネット上で情報が公開されている医療機関の割合を把握します。  

木精標は高いことが望ましい指標です。   

5  脳血管疾患等リ   一道切なリハビリが受けられるのかjを見るための地域医療カバー率を代替す  

ハビリテーショ  る指標です。  

ン料届出医療機  
患者が在宅復帰するためには適切にリハビリテーションが行われる必要があり  

ます。ここでは、脳血管疾患を原疾患とするリハビリをどのくらいの施設で実施で  
関割合  

きるかについて把握します。  

主に、早期リハ（十回復期リハ）の実施体制がどの程度充実しているかを把握  

することが目的です。  
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指標  指標名   指標の概要   
番号  

6  回復期リハビリ   「適切なリハビリが受けられるのか」を見るための地域医療カバー率を代替す  

テーション病棟  る指標です。  

入院料届出病院  患者が在宅復帰するためには適切にリハビリテ ーションが行われる必要があり  

病床割合  
ます。早期リハ→回復期リハ→維持期リハのうち、回復期リハを実施できる体制が  

どの程度整っているかについて把握します。‘   

7  退院患者平均在  
「どのくらいで日常生活に戻れるのか」を見るための指標としては、総治療期  

院日数  間を把達することが望ましいのですが、代替的に入虎期間を反映した指標として、  

脳血管疾患の患者の平均的な入院期間（日数）を把握します。  

地域の医療・介護資仮の状況によっても必要な入院期間は異なることから、本  

指標を全国で一座に比較することは困難ですが、近隣の地域間での比牧あるいは経  

時的変化を見ることで、地域の医療の状況を評価する材料になりえると考えられま  

す。   

8  年齢調整死亡率   rどのくらい亡くなるのか」を見るための指標です。  

ここでは、脳卒中（脳血管疾患）で亡くなる方の人数を反映した指標として、  

r死亡率」を把捜します。  

なお、死亡率は年齢構成による影響を受けるため、都道府県比較に適するよう  

に年齢間整を行います。   

＋
 
 

3
4
 
 2

2
 
 



（2）「指標」の結果一覧   

脳卒中・1 年齢調整受療率  

（人口10万対）  2，脳卒中【指標1年齢調整受環率】年齢調整後受確率（男）（N＝47．平均＝lT9．3．様準偏差＝36．8）  

「どのくらい多いか」を見るための指標として用いています。  

愛媛県が最も高く、千葉県が最も低い結束です。平均値は179．3、標準偏差は36．6です。  

地域的な傾向として、中国、四国、九州地方と北海道が高くなっています。   
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（人ロ10万対）  2．脳卒中【指桟1年鮨調整受庶事】年齢調整後受環串く女）（N＝ヰ7．平均＝146・3．標準偏差巳31・3）  
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高知県が最も高く、和歌山県が最も低い結果です。平均値はエ46・3、標準偏差は3皐・3で  

す。  

地域的な傾向として、中国、四国、九州地方と北海道が高くなってい吏す。  
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脳卒中－2 基本健診受診率  

之．脳卒中【指標之基本健診受診率】基本検診受診率（N；47．平均＝85見積準偏差＝5．2〉   
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「どのくらい関心があるか」を見るための指標として用いています。  

山形県が最も高く、和歌山県が最も低い結果です。平均値は65．2、標準偏差は5．2です。  

地域的な傾向として、北陸から東北地方が高くなっています。  

■都道府県からの意見1  

・健診受診者が、脳卒中を理解し、その予防のために受診しているとは限らないのではない   

か。   
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脳卒中－3 年齢調整受療率く高血圧）  

；（人口10万対）  2．脳卒中【指標3年齢調整受療牢（高血圧）】年齢調整後受療串（男）（炬ヰ7．平均≡288．7．棟準偏差＝ユ8．4〉  

0
 
 
 
 
 
 
0
 
 

∩
）
 
 

ヰ
 
 

カ
 
 
月
 
 
．
〇
 
 
月
 
 
¢
 
 
．
〇
 
 
 
〇
 
 
 
 
人
U
 
O
 
O
 
 
 
ハ
リ
 
 
 
n
U
 
 

5
 
 
 
 
（
U
 
 
 
 
仁
V
 
n
）
 
 
 
 
「
P
 
 
 
 
【
U
 
 

（
J
 
 
 
 
3
 
 
 
 
ウ
｝
 
 
 
 
2
 
 
 
 
■
－
 
 
 
・
l
 
 
 

∽
0
0
 
 
 

ー
N
の
－
 
 
 

「どのくらい健康に留意しているか」を見るための指標として用いています。  

鹿児島県が最も高く、神奈川県が最も低い結果です。平均値は268．7、標準偏差は36．4  

です。  

地域的な傾向として、東北、九州地方が高くなっています。、－   



（人口10万対）  2．脳卒中【指標3年齢調整受環串（高血圧）ユ年齢旗整淡交痍率（女）（N＝47．平均＝83Z．8．梼準将差＝ヰ18）   
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宮城県が最も高く、鳥取県が最も低い結果です。平均値は332．6、標準偏差は47．6です。  

地域的な傾向として、東北地方が高くなっています。  

■都道府県からの意見■  

・高血圧性疾患受療者が健康に留意しているとは限らないのではないか。高血圧性疾患が多   

い地域ほど評価されることにならないか。   



脳卒中－4 医療機能情報公開率   

2．脳卒中【指標4 医療機能情報公開中】医薇機能情報公開中（病院）【N可7．平均朝5．8，標準偏差＝8．8）   
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「どこに行ったらよいか」を見るための指榛として用いています。  

指標の結果は「がん－5」「急性心筋梗塞－4」「糖尿病－4」「救急医源一5」「災害医  

療一3」「へき地医療－6」「周産期医療－6」「小児医療上4」と同様です。  
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2．脳卒中【相撲4 医肺機能情報公開率】医療機能情報公開率（診療所XN＝47．平均＝祁．2、操準偏差＝20．5）  
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指標の結果は「がん－5」「急性心筋梗塞－4」「糖尿病－4」「救急医療－5」「災害医  

療－3」「へき地医療－6」「周産期医療－6」「小児医療－4」と同様です。  

■都道府県からの意見■  

・脳卒中の者は救急搬送されることが多いことから、「どの病院に行ったらよいか」という  

指標はあまり意味がないのではないか。   



脳卒中－5 脳血管疾患等リハビリテーション料届出医療機関割合  

2・脳卒中【指棟5脳血管疾患等リハビリテーション料届出医療機関割合】脳血管疾患等リハビリテーション料届出病院割合（N；4丁．平均ご62．4．塀準偏差≡8．9〉  
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「適切なリハビリが受けられるのか」を見るための指標として用いています。  

鳥取県が最も高く、茨城県が最も低い結果です。平均値は62．4、標準偏差は8．9です。  

地域的な條向は特に見られません。  
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